
 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～岩手町妊産婦交通費等支援事業のお知らせ～ 

岩手町では、妊産婦の皆さんが安心して出産できる環境の充実を目指し、妊産

婦健診や出産、診療時の交通費、宿泊費等を助成しています。 

ぜひ補助制度をご利用ください。 

＜対象者＞ 

母子健康手帳が交付され、申請時に岩手町に住所がある妊産婦 

 

＜助成対象＞ 

✿ 妊産婦健診（産後おおむね 1 か月後の健診まで）や診療（対象産科医療機関）、又は分娩 

のために対象産科医療機関へ通院もしくは入院の為にかかる交通費 

✿ 分娩や診療（妊娠高血圧症候群などの妊娠・出産に必要な診療に限る）のための待機宿泊

等に係る交通費及び宿泊費 

＜助成内容＞ 

補助額 補助上限 

交通費（公共交通機関、タクシー、自家用車等） １回(往復)2,000円 
上限 10 万円 

宿泊費 全額 

 

＜申請期限＞ 

・出産後、通院または待機宿泊等が終了した日から6 か月以内に申請書類をそろえて、岩手町

役場健康こども課⑤番窓口に申請をお願いします。 

 

※やむを得ない事情があり 6 か月以内に申請できない場合にはご相談ください。 

 

 

＜注意事項＞  

■ 里帰り等で県外医療機関に妊産婦健診や診療、分娩を目的に受診する際の交通費及び宿泊費

は助成対象外とする。 

■ 人工中絶又は流産に至った場合も 1 回の妊娠として助成対象とする。 

＜助成対象期間＞ 
・母子健康手帳が交付され、医療機関で妊産婦健診又は診療のための通院を開始した日（通院等開

始日）から、医療機関での通院又は待機宿泊等が終了する日（通院等終了日）までとする。 

 

※出産前であっても対象経費が補助の上限に達した場合は申請できます。 

妊産婦の方が産科医療機関を利用する際の交通費などを支援します！ 

裏面に続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜申請に必要な書類＞ 

1. 母子健康手帳 

2. 診療明細書及び領収書 

※母子健康手帳に記録されている日以外に対象産科医療機関で妊娠・出産に係る疾患の受

診をした場合及び同じ対象産科医療機関の他科で妊娠・出産に係る疾患の受診をした場合

は診療明細書及び領収書の写しが必要です。 

3. 宿泊に係る領収書 

4. 来庁者の身分証 

5. 妊産婦本人名義の通帳 

6. 印鑑 

問い合わせ先 

岩手町役場 健康こども課 母子保健係 

電話 0195-62-2111（内線 564・565・566） 

＜Q＆A＞ 

 

妊娠中 

Q 双子を妊娠しましたが、助成金額は変わりますか。 

A 1 回の妊娠とみなすため、変わりません。 

 

Q 妊娠中に出血やつわりが酷く、妊婦健診以外で医療機関へ通院しましたが、助成対象になり

ますか。 

A 助成対象になります。ただし、申請時に診療明細書及び領収書が必要なため、紛失しないよ

うご注意ください。 

 

Q 出産のために医療機関を受診しましたが、近隣の宿泊施設で待機するように話されました。

助成対象になりますか。 

A 助成対象になります。ただし、助成上限額は交通費と宿泊費併せて 10 万円です。申請時に

宿泊費用等が記載されている領収書が必要なため、大切に保管してください。 

 

Q 流産してしまいましたが、助成は受けられますか。 

A 受けられます。これまでの妊婦健診分と診療分の助成が可能です。申請時に診療明細書、領

収書を添付して提出してください。 

 

 

産後 

Q 妊娠高血圧症候群と診断され、産後も通院が必要と医師から言われましたが、助成対象にな

りますか。 

A 妊娠に関わる疾患の場合は、産後の 1 か月健康診査までの通院は助成対象となります。 

ただし、診療明細書及び領収書が申請時に必要なため、紛失しないようご注意ください。 

 

Q 出産後すぐ子どもの疾患により通院が必要になりましたが、助成対象になりますか。 

A 妊産婦の方を対象とした事業のため、お子さんの通院は助成対象外となります。 

 


